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『ある日のバッターボックス』という資料を通して， 

「『公平』とは何か？」について考えました！ 

『中学生の道徳１ 自分を見つめる』

（出版：あかつき）より引用 

 

集団で行動したりするときには，誰も不快な気持ちになったりしない『公

平』が大切だと思った。自分が公平だと思っていても，相手にとっては公

平じゃなく，不快な気持ちをしている場合があるのを知った。 

私はこの授業で，みんな平等に一人の人間として接するということが分

かりました。障害を持っているからといって違う接し方をしたりするより

も，一人の人間として接するという考え方の方が良いと思いました。 

誰かが「嫌だったな。」「あれもしたかったな。」など，不愉快な気持ちに

ならないように，一人一人が相手のことを考えることが大切。「障害だから」

「○○はできないから」という差別をなくせばいい。 

『公平』とは，「できないから」といって特別な扱いをせずに，みんなと

同じようなことをするということだと思う。「みんなと違うから」「これが

できないから」という理由で特別扱いするのではなく，「できないなら誰か

に補ってもらう」という考えで同じことをすれば，みんな公平になる。 

『公平』とは，みんなが不快な気持ちにならず，相手のことを考えて行

動することだと思う。そうすると，みんなが同じように楽しめるし，平等

になる。不公平がなく，みんなが平等であるクラスにしていきたい。 

 『公平』というのは，人それぞれに色々な考え方がある。でも，「でき

ないことはさせない」という考え方じゃなく，「できなくても，その分，

工夫して行動する」という考え方の方が，『公平』に対する意識が高いと

思った。 

周りの人との差があっても，周りの人は差別せずに平等に接したり，差

がある人も自分なりに努力したりして，みんなの輪に入る。「一人はみんな

のために。みんなはひとりのために」を努力して取り組めば，平等な社会

がつくれると思った。 
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